
学
界
消
息

　
　
　
　
史
学
研
究
会
関
係

史
学
研
究
会
二
月
例
会

　
二
月
七
瓢
（
土
）
　
午
後
一
時
よ
り

鎌
倉
幕
府
法
の
封
建
的
性
格

英
隅
地
方
史
研
究
の
現
状

国
史
関
　
係

　
於
楽
友
会
館

上
横
手
雅
敬
氏

越
智
　
武
臣
氏

読
史
会
　
月
例
会

　
一
月
三
十
一
日
（
土
）
　
午
後
一
時
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
陳
列
館
演
習
室

　
二
上
請
負
制
度
と
富
豪
膚
　
　
　
戸
田
　
芳
実
氏

　
　
　
…
名
の
歴
史
的
黒
朋
用
較
に
つ
い
て
1

　
加
藤
弘
之
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
平
林
　
　
一
氏

読
史
会
予
饒
会

　
二
月
二
十
八
臼
（
土
）
　
午
後
五
蒋
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
ス
タ
ー
食
堂

　
本
年
度
卒
業
生
九
名
を
は
じ
め
、
小
葉
田
・
赤
松
・

　
柴
細
教
授
、
岸
助
教
授
、
上
横
手
講
師
ほ
か
先
輩

　
後
輩
ら
約
五
〇
名
の
幽
席
を
え
て
開
催
さ
れ
た
。

　
同
学
年
度
卒
轟
果
生
は
大
学
院
修
十
山
課
程
六
力
綱
、
　
嵩
子
部

　
八
名
で
あ
る
。

　
　
　
東
洋
史
関
係

暇
嗣
大
学
院
会
側
会

　
十
二
月
十
三
艮
（
土
）

　
　
明
代
の
武
当
山

　
　
明
代
の
京
営
に
つ
い
て

　
「
月
十
七
日
（
土
）

　
　
北
魏
の
漏
氏

　
　
問
屋
側
前
貸
資
本

　
二
月
十
四
日
（
土
）

　
　
唐
代
の
於
官

　
　
韓
瞬
よ
り
帰
っ
て

　
三
月
十
四
臼
（
土
）

　
　
漢
代
の
財
政
機
構

　
　
明
代
宣
府
鎮
考

神
戸
屋
三
階

　
ヨ
御
守
　
　
讐
蜜
氾

　
ロ
伊
巨
詣
　
　
、
￥
｛
一

　
谷
　
　
光
隆

史
学
科
会
議
室

　
兼
子
　
秀
利

　
笹
本
　
璽
巴

楽
友
会
館

　
善
峰
　
憲
雄

　
李
　
　
大
熈

楽
友
会
館

　
西
村
　
元
儒

　
井
ノ
崎
隆
興

　
　
　
一
城
塁
を
中
心
と
し
て
i

東
洋
史
談
話
会
予
饒
会

　
二
月
二
十
八
日
（
土
）
午
後
二
筋
　
百
万
遍
山
内

　
三
十
三
年
度
卒
業
、
修
了
生
（
博
士
諜
程
　
名
、

　
修
士
課
程
空
名
、
学
部
六
名
）
の
前
途
の
多
幸
・
を

　
祈
り
、
宮
崎
教
授
始
め
教
官
、
学
生
三
十
三
名
が

　
鵡
席
し
、
盛
会
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
西
洋
史
関
係

村
細
数
之
亮
氏
講
演
会

　
一
月
三
一
揖
（
土
）
　
　
　
　
於
陳
列
館
演
習
室

　
繭
洋
史
読
書
会
は
考
古
学
読
話
会
と
共
催
で
、
曜

　
翼
の
国
際
考
古
学
会
に
出
庸
し
て
帰
朝
さ
れ
た
村

　
照
数
之
亮
氏
を
招
上
し
て
、
ギ
リ
シ
ア
の
遺
跡
を

　
中
心
と
す
る
畿
演
会
が
行
わ
れ
た
。

西
瀧
旨
史
荊
覗
澄
H
へ
双
第
六
圃
春
季
大
ム
猟

　
四
月
二
九
日
・
午
後
一
時
半
か
ら
　
於
楽
友
会
館

　
　
前
言
琶
紀
ア
テ
ナ
イ
海
上
覇
権

　
　
の
対
瞬
盟
政
策
　
　
　
　
　
　
　
大
牟
田
　
草

　
　
ア
カ
イ
ア
同
盟
の
薄
マ
ケ
ド
ニ

　
　
ァ
政
策
転
換
　
　
　
　
　
　
　
　
小
貫
　
　
徹

　
　
コ
ン
ス
タ
ソ
テ
ィ
ノ
ウ
ポ
リ
ス

　
　
の
建
設
と
そ
の
意
義
　
　
　
新
田
　
…
鄭

　
　
中
部
ド
イ
ツ
に
於
け
る
農
民
戦

　
　
争
の
性
心
に
つ
い
て
　
　
　
　
大
島
　
隆
雄

　
　
ア
ン
シ
ァ
ソ
・
レ
ジ
ー
ム
に
お

　
　
け
る
分
兼
小
作
農
の
性
格
　
　
　
服
部
　
春
彦

　
　
　
　
地
理
学
関
係

人
文
地
理
学
会
　
第
2
9
回
例
会

　
｝
月
三
十
｝
口
（
土
）
　
午
後
二
時

　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
学
芸
大
学
理
科
四
号
窒

　
　
最
近
に
お
け
る
ソ
ヴ
ェ
ト
の
経
済
地
域

　
　
区
分
R
け
の
問
題
に
つ
い
て
　
　
　
家
高
　
憲
一
ニ

　
　
フ
ラ
ン
ス
地
理
学
界
と
一
殻
フ
ラ
ン
ス
人
の
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学　界　消　恩

　
　
地
理
学
へ
の
関
心

　
　
海
外
の
風
物
（
幻
燈
使
用
）

人
文
地
理
学
会
　
第
3
0
回
例
会

　
二
月
二
十
㎝
日
（
±
）
午
後
二
時

　
　
古
典
地
理
学
の
帯
蘭
説
に
関
す

　
　
る
若
干
の
隅
題

（
幻
燈
使
摺
）
村
上
藤村
岡上
謙

二政
郎嗣

於
楽
友
会
館

高
橋
　
　
正

　
　
醤
部
ネ
パ
ー
ル
調
査
課
（
幻
燈
使
用
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
喜
田
二
郷

　
　
欧
米
地
理
学
会
の
現
況
（
幻
燈
使
矯
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
松
　
繁
樹

地
理
学
談
話
会
予
媛
会

　
二
月
二
八
円
［
（
土
）
　
午
後
編
ハ
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
ニ
ュ
ー
ア
サ
ヒ

　
地
理
学
談
話
会
で
は
本
年
度
卒
業
生
学
都
六
名
、

熱
愛
課
程
一
名
の
卒
業
論
文
発
表
会
を
実
習
室
で
行

っ
た
あ
と
、
右
記
に
よ
っ
て
予
読
会
を
行
っ
た
。
参

会
春
は
教
官
・
先
蒲
・
学
生
五
七
名
、
こ
も
ご
も
立
っ

て
卒
業
生
の
前
途
を
祝
福
し
、
八
時
半
散
会
し
た
。

　
　
　
　
考
古
学
関
係

学
生
実
地
指
沸
見
学
旅
行

　
三
月
二
十
八
日
一
三
十
一
日

　
群
馬
県
総
社
古
臓
群
（
二
子
塚
・
愛
宕
山
．
宝
塔

由
・
蛇
穴
山
・
山
王
塔
量
）
i
群
馬
大
学
古
学
研

究
室
一
多
胡
碑
・
出
ノ
上
碑
・
金
井
沢
碑
一
臼

贋
稲
荷
山
、
古
墳
群
（
七
輿
山
・
稲
祷
山
）
一
江
伊
勢

崎
市
絹
川
考
古
灘
i
天
神
肉
古
墳
・
女
体
山
古
墳

i
太
田
市
太
古
庵
コ
レ
ク
シ
z
ソ
ー
鶴
山
古
墳

一
岩
宿
遺
跡
。

　
参
加
者
は
有
光
教
授
、
小
林
講
師
ほ
か
陽
名
。

　
　
　
　
京
都
大
学
卒
業
論
文
題
団

　
　
　
　
国
史
挙
専
攻

　
明
治
社
会
主
義
と
知
識
人
　
　
・
　
　
有
馬
　
経
雄

　
　
！
幸
徳
秋
水
の
「
思
想
転
換
」
を
中
心
に
一

　
八
・
九
世
紀
に
お
け
る
溝
形
の
遊

行
看
に
つ
い
て
．
　
　
　
上
田
さ
ち
子

　
明
治
政
権
確
立
の
一
過
程
　
　
　
　
北
出
　
芳
久

　
中
世
思
想
の
～
断
画
　
　
　
　
　
　
楠
　
　
信
也

　
・
～
愚
管
抄
を
中
心
に
し
て
i

　
吉
照
松
陰
の
政
治
思
想
　
　
　
　
　
豊
島
　
和
夫

　
戦
国
大
名
権
力
の
歴
奥
酌
前
章
　
　
浜
崎
　
洋
ヨ

　
石
門
心
学
の
出
発
　
　
　
　
　
　
　
平
野
　
長
靖

　
　
i
近
世
町
人
の
社
会
思
想
へ
の
一
つ
の

　
　
　
　
接
近
一

　
明
治
民
法
に
お
け
る
親
族
会
の
史
的
性
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
怜
子

　
明
治
維
新
と
新
発
田
藩
　
　
　
　
　
松
本
　
久
子

〔
修
士
課
程
〕

　
土
佐
藩
に
お
け
る
幕
藩
体
制
の
確
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
躍
　
胤
央

平
安
前
期
の
土
地
捌
度
　
　
　
　
　
泉
谷

中
世
若
狭
の
社
会
関
係
　
　
　
　
　
大
山
［

八
・
九
世
紀
の
「
富
豪
の
輩
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
音

日
本
近
代
工
業
の
成
立
　
　
　
　
　
鈴
木

近
代
的
政
治
思
想
成
立
史
序
説
　
　
安
丸

〔
簿
士
課
程
単
位
取
得
者
研
究
発
表
題
目
〕

徳
川
幕
府
領
の
構
造
に
つ
い
て
　
　
朝
艦

室
町
時
代
の
庄
園
に
つ
い
て
　
　
　
熱
田

近
世
成
立
期
に
お
け
る
法
華
信
仰
の
諸
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井

　
　
　
東
洋
史
学
奪
攻

近
代
中
国
農
村
の
階
級
分
化
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
田

王
安
石
の
市
憲
法

需康
平夫

良　能
夫良平

　痘
公弘学実

小
野
寺
郁
夫

明
初
の
救
済
制
度
　
　
　
　
　
　
　
菅
野

十
二
世
紀
に
至
る
喬
畠
地
方
に
於
け
る

ウ
イ
グ
ル
社
会
の
一
考
察
（
ウ
イ
グ
ル

文
書
を
中
心
に
し
て
）
　
　
　
　
　
永
元

諦
㎜
剛
同
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
懸
垂

　
～
そ
の
政
治
思
想
の
構
造
一

南
朝
建
議
の
時
代
的
性
格
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
着
込

〔
修
士
課
程
〕

正
哲寿
男典

忠
夫
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学界亨爵鰹、

宋
代
商
業
上
の
若
干
の
問
題
　
　
　
梅
原
　
　
郁

　
－
特
に
商
税
を
中
心
と
し
て
i

噸
N
樗
書
圃
9
．
臨
の
財
鳥
箒
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
　
　
誠

襟
代
の
人
頭
税
　
　
　
　
　
　
　
　
永
田
　
英
正

〔
博
士
課
程
単
位
販
得
者
薩
究
追
蓑
題
臼
〕

率
朝
初
期
満
鮮
関
係
と
女
心
社
会
の
二
つ
の
型

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
内
　
良
弘

　
　
　
西
洋
史
専
攻

社
会
思
想
家
と
し
て
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
．
モ
リ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
田
　
　
修

く
⑦
買
①
筥
鶉
の
発
展
と
東
方
貿
易
と
の
関

達
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
河
内
　
雅
雄

　
i
東
方
貿
易
の
動
態
的
一
考
察
－

中
世
後
期
に
お
け
る
二
日
国
家
の
権
力
構
造

　
一
『
拶
づ
α
ω
窮
寡
α
①
形
成
の
問
題
と
関

　
　
　
連
し
て
一
　
　
　
国
領
莫
雄

ギ
リ
シ
ャ
奴
隷
制
痩
　
　
　
　
　
　
限
［
丸
　
秀
駅
附

プ
ロ
イ
セ
ン
一
一
一
級
選
挙
法
改
正
運
動

　
（
一
九
一
〇
年
）
ド
イ
ツ
社
会
民
主

党
の
分
裂
に
つ
い
て

　
…
…
－
「
歴
史
に
お
け
る
人
闘
の
役
割
」

　
　
　
追
求
の
一
つ
の
試
み
と
し
て
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
妻
　
靖
彦

　
「
ユ
…
ト
ビ
ア
」
ボ
　
ダ
　
　
　
　
賀
バ
繰
軸
　
明
「
†

獄
パ
ー
ト
・
オ
ウ
エ
ン
と
イ
ギ
リ
ス
労
働
運
動

　
ー
グ
ラ
ソ
ド
・

　
　
　
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
中
心
と
し
て
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
下
　
康
夫

〔
修
土
課
程
〕

ド
イ
ツ
農
民
戦
争
に
関
す
る
一
考
察

　
i
中
部
ド
イ
ツ
農
民
戦
争
の
性
格

　
　
　
に
つ
い
て
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
島
　
隆
雄

前
五
世
紀
ア
テ
ナ
イ
海
上
覇
権
の
同
盟

関
係
に
関
す
る
一
考
察

　
…
…
ア
テ
ナ
イ
の
対
同
盟
政
策
を
中
心

　
　
　
と
し
て
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
牟
濁
　
章

ア
カ
イ
ア
岡
盟
の
対
マ
ケ
ド
ニ
ア
政
策

転
換
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
　
　
小
貫
　
　
徹

コ
ソ
ス
タ
ソ
テ
ィ
ノ
ウ
ポ
リ
ス
の
建
設

と
そ
の
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
田

フ
ラ
ン
ス
地
主
制
の
一
考
察
　
　
　
服
部

　
…
1
一
八
批
紀
後
半
の
「
分
流
小
作

　
　
　
農
」
に
つ
い
て
一

〔
博
士
課
程
単
位
取
得
者
研
究
発
表
題
同
〕

ワ
イ
マ
；
ル
共
和
制
末
期
に
お
け
る
農

民
簡
の
政
治
的
動
向
　
　
　
　
　
　
中
村

　
～
シ
ュ
レ
ス
ヴ
イ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ

　
　
　
イ
ソ
州
の
場
合
！

春

彦郎
幹
雄

　
　
　
地
理
学
専
攻

双
剛
†
町
防
府
…
の
筆
立
と
発
展
　
　
　
相
本

東
蝦
奥
地
に
於
け
る
和
熱
戦
住
地
移
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
足
利

境
界
地
域
の
地
理
酌
性
格
　
　
　
　
墨
原

房
州
の
花
卉
栽
培
地
帯
　
　
　
　
　
岩
瀬

滋
賀
県
栗
太
地
方
の
交
通
路
と
集
落
に

讃
す
る
福
岡
史
的
考
察
　
　
　
　
　
上
原

揚
子
江
に
お
け
る
汽
船
水
運
　
　
　
斉
藤

　
－
南
京
条
約
よ
り
第
｝
次
大
戦
ま

　
　
　
で
を
背
景
と
す
る
外
国
勢
力
－

〔
修
土
課
程
〕

哲
郎和違健

博乗亮
農 大

輔

湖
東
平
野
・
甲
部
に
お
け
る
町
の
地
域
的
意
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
　
辰
男

〔
博
士
課
程
単
位
販
得
者
研
究
発
表
題
目
〕

近
世
日
・
不
の
地
理
学
と
北
方
問
題
　
抑
一
野
　
昭
生

　
　
　
考
古
学
奪
攻

北
九
州
に
於
け
る
聾
轄
翻
葬
資
銅
器
の
問
題

　
－
副
葬
品
の
組
合
せ
に
よ
る
編
年

　
　
　
と
分
布
に
よ
る
地
域
性
に
つ
い
て
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
尾
　
芳
治

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
d
”
℃
①
厭
℃
巴
器
。
露
蕩
ざ

》
α
q
Φ
の
特
性
　
　
　
　
　
　
　
　
河
源
　
純
之

156　（462＞



忍二

職A瓜

会
　
　
告

史
学
研
究
会
の
新
役
員
に
つ
い
て

　
史
学
研
究
会
の
役
員
は
、
さ
る
三
月
三
十
一
日
を
も
つ
て
任
期
満
了
と
な
り

ま
し
た
が
、
新
役
員
は
会
則
の
規
定
に
よ
り
ま
し
て
次
の
通
り
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
　
（
詐
議
員
は
史
林
四
ニ
ノ
一
所
報
会
告
の
通
り
昭
和
三
十
三
年
十
一
月
二

日
開
催
の
会
員
総
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
、
理
事
長
・
理
事
・
監
事
は
昭
和
三

十
四
年
四
月
十
七
日
開
催
の
評
議
員
会
に
お
い
て
、
互
選
い
た
し
ま
し
た
。
ま

た
委
員
は
理
車
長
の
委
嘱
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
）

　　　　評　監　　　　理理
小木小会遠藤　藤柴織＊赤＊　事

牧内畑田員　家ma田田松事長
　　　　　　　謙　　　（
実信龍雄　直　 ＿　武俊＊
　　　　　　　一　　　 印
繁蔵雄次　幹　郎実雄秀常

長
　
　
　
　
　
宮

事
（
＊
印
常
務
）

委

中朝　横村水松福林野西中竹澄坂
村尾員田松川井尾　間近山内田本
　　　　　　　猛：健
幹直　 健繁・温武市太三克治理薦太

雄弘　一樹二敏郎郎郎己一一一一三一郎

出熱

澄照

元公

米由宮松藤林羽西長角曾定
倉、描耕屋馴寸広。撫
　　　　　辰　　　　　右
二　円信　三　睦敏文静源
郎宏遵広駿郎明男雄衛雄二

末
永
雅
雄

高
瀬
重
雄

中
原
与
茂
九
郎

奈
良
本
辰
「
也

碧羅樋原野

上
俊
静

　
弘
二
郎

口
隆
康

田
　
一
　
日

溜
彰
英

村
田
数
之
亮

山
本
達
郎

公
　
小
野
山
　
節

元
　
横
山
裕
男

（
各
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

　
　
会
費
納
入
に
つ
い
て
お
願
い

　
最
近
、
会
費
納
入
が
再
び
低
下
し
て
お
り
ま
す
。
会
費
滞
納
の
向
に
は
至
急

，
御
納
入
下
さ
い
ま
す
よ
う
御
願
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
本
誌
の
毎
号
定
価
は
一

八
○
円
で
あ
り
ま
す
が
、
会
費
は
年
額
九
〇
〇
円
、
一
号
当
一
五
〇
円
と
し
て

残
高
を
計
算
し
て
お
り
ま
す
。
二
念
御
注
意
申
し
あ
げ
ま
す
。
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
学
研
究
会

ユ57　（463）


